
平
松
令
三
先
生
を
悼
ん
で

本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長

赤

松

徹

眞

平
松
令
三
先
生
は
去
る
五
月
十
四
日
に
ご
往
生
さ
れ
た
。
享
年

九
十
三
歳
で
あ
ら
れ
た
。
私
た
ち
本
願
寺
史
料
研
究
所
一
同
に
と

っ
て
、
豊
か
な
学
識
と
優
れ
た
知
見
と
と
も
に
温
厚
な
お
人
柄
に

よ
っ
て
長
ら
く
親
し
く
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
「
学
恩
」
を
改
め

て
思
う
に
つ
け
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
、
一
九
一
九
年
十
二
月
五
日
に
津
市
一
身
田
町
に
て
一

身
田
郵
便
局
長
・
平
松
乾
三
氏
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
、
一
身
田

尋
常
高
等
小
学
校
、
津
中
学
校
、
静
岡
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九

三
九
年
四
月
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
卒
業
後
、

大
学
院
に
進
学
し
、
赤
松
俊
秀
教
授
の
指
導
を
受
け
、
京
都
の
重

宝
調
査
な
ど
に
た
ず
さ
わ
り
、
後
の
寺
宝
を
含
む
文
化
財
調
査
・

保
護
に
関
わ
る
学
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
六

年
三
月
に
郷
里
に
帰
ら
れ
て
一
身
田
郵
便
局
に
勤
務
し
、
そ
の
後

に
局
長
を
長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。
こ
の
間
、
三
重
県
で
の
文

化
財
調
査
・
研
究
や
高
田
派
専
修
寺
の
宝
物
調
査
、
市
町
村
史
の

編
纂
な
ど
を
務
め
な
が
ら
、
親
鸞
研
究
・
真
宗
史
研
究
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
四
月
に
龍
谷
大
学
に
迎

え
ら
れ
て
文
学
部
特
任
教
授
、
そ
し
て
専
任
教
授
に
就
任
し
た
。

先
生
は
史
学
科
国
史
学
専
攻
や
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
で
の
講

義
・
演
習
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
千

葉
乗
隆
先
生
の
も
と
で
研
究
員
と
な
っ
て
、
真
宗
の
文
書
・
絵

画
・
彫
刻
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
親
鸞
・
真
宗
に
関
わ
る
研
究
を

推
し
進
め
た
。
地
元
の
三
重
で
は
、
県
史
編
纂
専
門
委
員
会
座
長
、

四
日
市
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
さ
ら
に
真
宗
連
合
学
会
理

事
長
、
真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
宝
物
館
主
幹
、
高
田
学
会
委
員
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な
ど
を
勤
め
、
三
重
県
や
津
市
か
ら
功
労
の
表
彰
を
受
け
た
。

先
生
は
、
戦
後
の
親
鸞
研
究
が
こ
と
に
思
想
を
中
心
に
論
じ
た

も
の
が
多
い
中
で
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
文
献
や
絵
画
・
彫
刻

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
親
鸞
の
素
顔
を
見
た
い
と
の
深
い
思
い
で

研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
。
親
鸞
伝
の
研
究
に
お
い
て
も
、
親
鸞
の

素
顔
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、「
親
鸞
伝
絵
」

な
ど
の
研
究
に
集
中
さ
れ
、
た
ゆ
る
こ
と
の
な
い
学
問
へ
の
情
熱

を
持
ち
続
け
て
い
た
。
晩
年
の
「
白
内
障
」
に
よ
る
視
力
の
低
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
拡
大
し
た
史
料
の
文
字
を
天
眼
鏡
で
追
い
な

が
ら
文
書
解
読
や
絵
画
な
ど
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
が
れ
た
。
す
で

に
二
十
年
以
上
前
と
な
る
が
、
私
は
先
生
の
関
東
の
親
鸞
聖
人
に

関
わ
る
旧
跡
寺
院
調
査
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
の
史

料
を
読
み
取
る
鋭
さ
と
博
識
に
接
し
て
、
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。

先
生
の
単
著
に
は
、『
真
宗
史
論

』（
一
九
八
八
年
四
月
）、

『
親
鸞
真
蹟
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
四
月
）、
聖
典
セ
ミ
ナ
ー

『
親
鸞
聖
人
絵
伝
』（
一
九
九
七
年
二
月
）、
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
『
親
鸞
』（
一
九
九
八
年
四
月
）、『
親
鸞
の
生
涯
と
思
想
』

（
二
〇
〇
五
年
八
月
）
な
ど
が
あ
り
、『
親
鸞
の
生
涯
と
思
想
』

で
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
龍
谷
大
学
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
編
集

で
は
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
「
伝
記
・
系
図
」（
一
九
七
五

年
十
二
月
）、
第
四
巻
「
専
修
寺
・
諸
派
」（
一
九
八
二
年
十
一

月
）、『
真
宗
新
辞
典
』（
一
九
八
三
年
九
月
）、『
真
宗
重
宝
聚
英
』

第
二
巻
「
光
明
本
尊
」（
一
九
八
七
年
十
二
月
）、
第
四
巻
「
親
鸞

聖
人
絵
像
・
親
鸞
聖
人
木
像
・
親
鸞
聖
人
絵
伝
」（
一
九
八
八
年

六
月
）、
第
五
巻
「
親
鸞
聖
人
伝
絵
」（
一
九
八
九
年
二
月
）、
第

七
巻
「
聖
徳
太
子
絵
像
・
聖
徳
太
子
木
像
・
聖
徳
太
子
絵
伝
」

（
一
九
八
九
年
二
月
）、
第
十
巻
「
絵
系
図
」（
一
九
八
八
年
九

月
）、『
高
田
本
山
の
法
義
と
歴
史
』（
一
九
九
一
年
五
月
）
な
ど

多
く
、
監
修
で
は
『
真
宗
人
名
辞
典
』（
一
九
九
九
年
七
月
）、
共

同
執
筆
で
は
、『
念
仏
と
流
罪
｜
承
元
の
法
難
と
親
鸞
聖
人
｜
』

（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）、
真
宗
教
団
連
合
編
『
親
鸞
』（
二
〇
〇

九
年
三
月
）
な
ど
多
数
の
研
究
成
果
を
出
さ
れ
、
学
会
、
宗
門
、

さ
ら
に
広
く
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
。

こ
こ
に
平
松
令
三
先
生
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
本
願
寺
史
料
研
究

所
に
多
大
の
貢
献
を
た
ま
わ
り
、
さ
ら
に
懇
切
な
ご
指
導
を
頂
い

た
「
学
恩
」
に
研
究
所
を
代
表
し
て
深
甚
の
感
謝
を
申
し
あ
げ
る

次
第
で
あ
る
。

※

※

※

※

※

史
料
紹
介

「
祖
師
四
百
五
十
回
御
忌
記
」

尾

崎

誠

仁

解
題
・
解
説

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）（
四
月

に
宝
永
か
ら
改
元
）、
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
勤

め
ら
れ
た
、
本
願
寺
に
お
け
る
親
鸞
聖
人
四
百
五
十
回
大
遠
忌
法

要
の
仏
事
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
当
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
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る
。
十
昼
夜
に
わ
た
り
御
堂
で
勤
修
さ
れ
た
法
要
の
次
第
が
記
さ

れ
、
御
堂
内
の
荘
厳
、
依
用
さ
れ
た
声
明
や
雅
楽
の
品
目
、
作
法

の
進
行
と
そ
の
役
配
、
参
勤
す
る
僧
侶
の
装
束
に
つ
い
て
な
ど
、

こ
の
法
要
で
執
行
さ
れ
た
宗
教
儀
礼
の
綱
格
を
伝
え
て
い
る
。
な

お
、
当
研
究
所
に
は
本
史
料
の
他
に
こ
の
大
遠
忌
の
様
子
を
伝
え

る
史
料
と
し
て
、「
祖
師
四
百
五
十
回
御
忌
別
記
」
一
冊
が
あ
る
。

ま
ず
本
史
料
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
縦
二
四

〇
㎝
×
横

一
七

三
㎝
、
五
七
丁
。
材
質
は
表
紙
本
紙
と
も
に
楮
紙
で
、
袋

綴
に
さ
れ
大
和
綴
の
形
態
で
作
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
を
特
定
で
き

る
記
載
は
な
い
が
、
御
堂
の
職
務
に
関
係
し
た
人
物
の
筆
録
と
考

え
ら
れ
る
。
当
研
究
所
に
は
異
本
が
一
つ
現
存
す
る
が
、
こ
れ
は

記
載
の
仕
方
か
ら
し
て
、
御
堂
で
作
製
さ
れ
た
本
史
料
を
別
人
物

が
改
め
て
清
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
法
要
に
つ
い
て
は
、
慶
証
寺
玄
智
が
「
祖
門
旧
事
紀
」
に
、

依
用
さ
れ
た
声
明
の
品
目
を
載
せ
て
い
る1

）。
ま
た
玄
智
は
、「
大

谷
本
願
寺
通
紀
」（
巻
三
）
で
、
法
要
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
る２

）。

凡
修

道
場

大

旧
例

広
張
、
内
陣
安

階
高
座
、
丕
樹

綵

、
或
設

幄
屋
、
庭
儀
、
班
列
、
執
綱
、
執
蓋
、
公
卿

著
座
、
或

舞
台
於
殿
面
、
奏

楽
作

舞
等
、
不

可

記
、

す
な
わ
ち
四
百
回
忌
ま
で
の
旧
例
が
大
き
く
改
め
ら
れ
、
新
た
な

法
要
の
形
式
が
こ
の
大
遠
忌
で
始
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
本
史
料
中
で
「
大
御
所
」
と
呼
ば
れ
る
寂
如
（
一
六
五
一

｜
一
七
二
五
）
に
よ
っ
て
元
禄
期
前
後
に
積
極
的
な
導
入
が
行
わ

れ
た
天
台
魚
山
声
明
が
本
願
寺
の
法
式
と
し
て
定
着
し
、
ひ
と
ま

ず
完
成
し
た
形
に
至
っ
て
こ
の
法
要
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

『
本
願
寺
史
』（
第
二
巻
）
に
よ
れ
ば
、
本
願
寺
宝
庫
に
は
、

寂
如
が
元
禄
七
年
（
一
六
九
五
）
八
月
に
魚
山
声
明
の
嫡
流
相
伝

者
で
あ
る
宝
泉
院
幸
雄
（
一
六
二
五
｜
一
七
〇
二
）
に
依
頼
し
て

書
写
さ
せ
た

声
明
集
」三
帖
が
あ
り
、
幸
雄
の
署
名
入
り
で
次
の

奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う３

）。

右
此
声
明
書
者
、
本
門
主
寂
如
前
大
僧
正
迎

先
師
二
十
五

回
忌
及
三
十
三
回
忌
之
法
諱
、
専
興

声
明
之
道

而
悉
改

正
墨
譜
之
章

焉
、
仍
令

野
衲
訂

考
呂
律
声
明
之
謬
誤
、

且
為

末
弟
僧
侶

数
教

声
響
、
高
命
難

黙
不

得

固
辞
、

遂
集

及
三
策
散
画
墨
譜

云
爾

ま
た
、
こ
の
声
明
集
に
収
録
さ
れ
た
声
明
曲
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
智
讃
呂
律

着
座
讃
呂
律

散
華
呂
律

後
唄
対
馬

墨
譜

三
礼
呂
律

六
種
回
向

四
奉
請

弥
陀
経

合
殺

九
声
念
仏

八
句

念
仏
三
重

云
何
唄

始
段
唄

毀
形
唄

伽
陀
十
二
首

勧

請
文
三
篇

下
高
座
文

報
恩
講
式
三
重

墨
譜

式
間
讃

歎
徳
文

文
類

十
四
行

讃
仏

前
宗
主
良
如
の
年
忌
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
幸
雄
は
寂
如

の
命
に
応
え
て
声
明
改
訂
に
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
本
願
寺
内
の

僧
侶
へ
声
明
の
教
授
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
幸
雄
編
「
声
明

集
」
に
収
録
さ
れ
た
曲
目
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
の
ち
に
本
願

寺
か
ら
魚
山
に
学
び
、
声
明
相
伝
者
の
系
譜
に
名
を
連
ね
た
光
隆

寺
知
影
（
一
七
六
三
｜
一
八
二
五
）
は
「
魚
山
余
響
」
に４

）、
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讃
仏

・
文
類
・
十
四
行

・
着
座
讃
・
敬
礼
・
勧
請
・
式

間
和
讃
ハ
幸
雄
僧
都
ノ
墨
譜
ナ
リ
、
讃
仏

ハ
法
華
懺
法
経

段
呂
ノ
墨
譜
ニ
ヨ
レ
リ
、
文
類
ハ
五
念
門
ト
画
讃
ヲ
ア
ハ
セ

ト
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
、
十
四
行

ハ
懺
法
例
時
両
経
段
ヲ
ア
ハ

セ
ト
レ
リ
、
着
座
讃
ハ
呂
律
ト
モ
四
智
漢
語
ノ
讃
ヲ
ト
リ
用

ユ
、
敬
礼
・
勧
請
・
式
間
和
讃
ハ
ヨ
リ
ト
コ
ロ
タ
シ
カ
ナ
ラ

ズ
、
幸
雄
ノ
工
夫
ト
見
エ
タ
リ
、

と
追
跡
を
試
み
て
い
る
。
幸
雄
は
、
讃
仏

・
文
類
・
十
四
行

な
ど
、
真
宗
所
依
の
経
論
の
文
に
魚
山
声
明
の
墨
譜
を
適
用
し
て

真
宗
用
の
声
明
曲
と
す
る
一
方
で
、
敬
礼
・
勧
請
・
式
間
和
讃
な

ど
に
は
、
自
ら
新
た
に
作
曲
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
幸
雄
作
の

声
明
曲
は
本
史
料
中
で
も
要
所
で
確
認
で
き
、
当
時
の
本
願
寺
法

式
に
対
し
て
幸
雄
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。

元
禄
六
年
に
御
堂
衆
と
な
っ
た
光
頼
寺
乗
貞
は
「
御
堂
衆
略

譜
」
に
、
寂
如
期
の
声
明
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る５

）。
そ
れ
に
よ
る

と
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
良
如
十
七
回
忌
と
経
蔵
慶
讃
の

時
す
で
に
本
格
的
に
魚
山
声
明
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
幸
雄

編
「
声
明
集
」
に
も
収
録
さ
れ
る
「
四
智
讃
」
の
墨
譜
が
新
た
に

附
さ
れ
、「
六
種
回
向
」
が
こ
こ
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
良
如
二
十
五
回
忌
、
元
禄
二
年

の
新
門
住
如
得
度
に
合
わ
せ
諸
式
を
改
め
た
。
ま
た
元
禄
二
年
の

報
恩
講
で
は
、
そ
れ
ま
で
東
西
本
願
寺
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
坂

東
節
」
が
廃
止
さ
れ
て
「
八
句
念
仏
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

寂
如
は
重
要
な
法
要
行
事
を
迎
え
る
度
に
法
式
に
検
討
を
加
え
、

そ
れ
ま
で
の
勤
行
形
式
を
改
め
て
魚
山
声
明
導
入
を
漸
進
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
改
革
が
集
成
さ
れ
た
法
要
と
し
て
、
四
百
五
十
回

大
遠
忌
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
こ
の
大
遠
忌
に
新
制
さ
れ
た
法
式
は
、
九
具
足
に
よ
る

祖
師
前
荘
厳
や
舞
楽
の
依
用
、
蓮
如
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
て
以
来

と
な
る
往
生
礼
讃
の
再
用
な
ど
、
以
後
の
大
遠
忌
の
先
例
と
な
る

も
の
が
多
い
。
本
史
料
の
分
析
研
究
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

次
に
こ
の
法
要
を
執
行
し
た
人
々
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
史

料
中
に
主
に
名
が
見
え
る
の
は
、
大
御
所
寂
如
、
新
門
住
如
の
他

に
、
導
師
・
会
奉
行
を
勤
め
た
勤
番
衆
（
親
鸞
真
影
の

役
）、

声
明
の
句
頭
唱
出
や
打
物
な
ど
の
諸
役
を
担
っ
た
御
堂
衆
で
あ
る
。

勤
番
衆
に
つ
い
て
は
皆
「
司

録
」
に
名
が
記
さ
れ
て
い
る６

）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
盛
寺
寂
静
は
元
禄
十
五
年
、
毫
摂
寺
寂
性
は

翌
十
六
年
に
新
た
に
勤
番
に
任
命
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
大
遠

忌
に
備
え
て
寂
如
が
任
じ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る７

）。「
司

録
」（
法
盛
寺
の
巻
）
に
は
法
盛
寺
寂
静
の
就
任
に
つ
い
て
、
声

明
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
任
命
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

右
法
盛
寺
寂
静
ヨ
リ
、
新
家
巡
賛
被
仰
付
之
最
初
也
、
併
此

寂
静
儀
ハ
、
御
当
家
声
明
方
、
始
魚
山
声
明
道
等
其
外
、
何

角
御
直
ニ
御
吟
味
被
遊
、
御
指
南
共
之
事
、
殊
余
間
之
寺
ニ

テ
候
ヲ
、
御
取
立
之
事
、
一
向
先
思
召
儀
、
格
別
之
儀
ニ
存

候
、

と
あ
り８

）、
寂
如
が
大
遠
忌
を
迎
え
る
に
際
し
て
声
明
に
重
点
を
置

い
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
本
行
寺
寂
玄
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は
こ
の
年
十
八
歳
、
教
行
寺
寂
幽
は
十
九
歳
で
、
大
遠
忌
直
前
に

新
た
に

役
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
司

録
」
に
名
は

見
え
な
い
が
、
寂
如
の
弟
で
あ
る
本
徳
寺
寂
円
（
考
槃
院
）
の
子

寂
宗
も
要
所
で
導
師
を
勤
め
て
い
る
。

本
願
寺
の
家
臣
名
を
記
録
し
た
「
御
家
中
衆
次
第９

）」
に
よ
る
と
、

こ
の
年
勤
仕
し
た
御
堂
衆
は
「
御
雇
」
三
十
人
を
合
わ
せ
計
六
十

人
に
の
ぼ
る
。
大
遠
忌
前
の
宝
永
三
年
九
月
に
は
三
十
二
人
、
法

要
後
の
正
徳
三
年
五
月
は
四
十
五
人
（
正
徳
二
年
に
御
堂
衆
か
ら

堂
達
と
改
称
）
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
「
御
雇
」
と
記
さ
れ
た
御
堂

衆
は
大
遠
忌
の
年
に
の
み
見
ら
れ
る
か
ら
、
臨
時
に
登
用
し
た
の

で
あ
ろ
う
。「
紫
雲
殿
由
縁
記
」
に
は
、

今
般
御
法
事
ニ
声
明
大
原
徳
専
坊

仏
眼
院
被

参
候
テ
大
ニ

改
ル
、
金
剛
寺
ト
申
声
明
者
、
御
堂
衆
ニ
出
来
ル
、
継
テ
敬

宗
寺
重
規
寺
新
座
之
人
々
、
皆
声
明
者
一
両
輩
モ
有

之
専

声
明
正
信

和
讃
ハ
今
度
御
法
事
之
勤
無

之
、
漸
々
斎
非

時
頭
人
之
勤
行
計
リ
、

と
あ
り10

）、
御
堂
衆
採
用
に
も
声
明
に
熟
達
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
勤
番
衆
の
任
命
事
情
と
併
せ
考

え
る
と
、
法
要
で
の
円
滑
な
儀
礼
執
行
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

当
時
の
御
堂
衆
の
教
学
面
に
お
け
る
活
躍
も
興
味
深
い
。
先
の

「
御
家
中
衆
次
第
」
で
は
御
堂
衆
筆
頭
に
光
隆
寺
知
空
（
一
六
三

四
｜
一
七
一
八
）
の
名
が
あ
る
が
、
彼
は
元
禄
八
年
に
再
興
さ
れ

た
学
林
の
能
化
と
し
て
同
時
代
の
教
学
を
牽
引
し
た
人
で
あ
る
。

法
要
中
に
は
中
日
の
二
十
三
日
に
「
御
伝
記
」（『
御
伝
鈔
』）
を

拝
読
し
て
い
る
。
知
空
の
他
に
も
学
林
に
開
講
し
た
御
堂
衆
は
多

い
。
ま
た
教
学
だ
け
で
な
く
使
僧
や
別
院
輪
番
と
し
て
宗
主
代
理

を
務
め
る
な
ど
、
寂
如
代
に
お
け
る
御
堂
衆
の
職
務
領
域
の
広
さ

は
注
目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
寂
如
の
声
明
導
入
に
は
先
の
幸
雄
が
指

南
役
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た11

）。
し
か
し
幸
雄
は
四
百

五
十
回
忌
を
待
た
ず
し
て
元
禄
十
五
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
大
遠
忌
当
時
の
諸
記
録
に
は
、
大
原
か
ら
声

明
師
が
来
山
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。「
長
御
殿
御
日
次
之

記
」
宝
永
八
年
三
月
二
十
一
日
条
に
は
、

一

白
銀
三
枚

小
原

宝
泉
坊
江

此
間
者

長
々
御
逗
留
被
成
、
当
僧
衆
江

声
明
御
指
南
、
且
又
御
声
明
書
墨
譜

御
附
被
進
、
別
而

御
満
足
思
召
候
、
依
之

目
録
之
通
被
贈
遣
候
旨
、
於
占
春
亭
相
渡
ス

と
あ
り
、
法
要
直
前
に
は
大
原
宝
泉
院
か
ら
本
願
寺
に
逗
留
し
て

声
明
指
導
に
あ
た
り
、
声
明
書
に
墨
譜
を
附
し
て
進
上
し
た
と
い

う
。
寂
如
は
こ
れ
を
賞
し
白
銀
三
枚
を
贈
っ
た
。
当
時
の
本
願
寺

僧
衆
に
と
っ
て
は
綿
密
な
習
礼
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
に
読
誦
の
難

し
い
声
明
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
「
日
次
之
記
」
法
要

結
願
日
の
二
十
八
日
条
に
は
、
大
原
仏
眼
院
か
ら
、

御
法
会
御
首
尾
能
御
勤
被
遊
、
今
日
御
結
願
成
目
出
度
奉
存

候
、
為
御
歓
参
上
仕
候

と
い
う
旨
の
報
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る12

）。
先
掲
の
「
紫

雲
殿
由
縁
記
」
に
も
「
仏
眼
院
」
の
名
が
見
え
、
こ
の
法
要
に
際
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し
て
仏
眼
院
が
声
明
に
関
し
て
助
力
し
、
結
願
日
に
は
参
拝
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。「
御
堂
衆
略
譜
」
に
は
幸
雄
の
こ
と
を
仏
眼

院
と
呼
ぶ
記
載
が
あ
る
が
、
大
原
魚
山
各
院
の
歴
代
住
職
略
歴
を

記
し
た
「
両
院
僧
坊
歴
代
記
」
に
よ
る
と
、
幸
雄
の
弟
子
で
あ
る

珍
雄
（
一
六
七
三
｜
一
七
六
八
）
が
仏
眼
院
の
号
を
与
え
ら
れ
て

い
て
、
一
時
宝
泉
院
に
住
し
た
と
い
う13

）。
珍
雄
は
後
に
住
如
の
声

明
指
南
役
と
な
り
、
寂
如
の
三
回
忌
に
用
い
る
声
明
曲
制
作
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
大
遠
忌
に
際
し
て
も
珍
雄
が
大

原
よ
り
出
向
し
指
導
に
あ
た
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
魚
山
と
本

願
寺
の
交
流
史
が
今
後
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
史
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
基
本
的
に
新
字
体
を
用
い
、
人

名
・
寺
号
な
ど
の
固
有
名
詞
は
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

注１
）
『
新
編
真
宗
全
書
』
史
伝
編
二
、
思
文
閣
、
一
九
七
五
年
、
二
七
〇
｜
二

七
二
頁
。

２
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
七
四
年
、
三
九
五
頁
。

３
）

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、

一
九
八
一
年
、
五
九
〇
｜
五
九
一
頁
。

４
）

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
。

５
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
、
八
〇
一
頁
。

６
）

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。
日
野
照
正
『
本
願
寺
の

役
』（
自
照
社
、

二
〇
〇
六
年
）
所
収
。

７
）

日
野
前
掲
書
、
九
七
頁
。

８
）

同
書
、
二
八
六
頁
。

９
）

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。

10
）
『
真
宗
全
書
』
第
七
〇
巻
、
蔵
経
書
院
、
一
九
一
四
年
、
四
三
三
頁
。

11
）

經
谷
芳
隆
「
親
鸞
聖
人
の
御
遠
忌
と
聲
明
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
六

五
・
三
六
六
合
併
号
、
一
九
六
〇
年
）、
播
磨
照
浩
「
浄
土
真
宗
に
於
け
る

天
台
声
明
の
受
容
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
六
巻
第
一
号
、
一
九
七

七
年
）、
天
納
傳
中
「
魚
山
聲
明
と
眞
宗
聲
明
と
の
關
連
に
つ
い
て
の
一
考

察
」（『
天
台
學
報
』
第
二
七
号
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

12
）

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。

13
）
『
續
天
台
宗
全
書
』
法
儀
１
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
五
二
二
頁
。

（
お
ざ
き
・
せ
ひ
と

本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
生

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻
修
士
課
程
）

※

※

※

※

（
以
下
、
史
料
本
文
）

（
表
紙
）

「
宝
永
八
辛
卯
歳
三
月
従
十
八
日
至
廿
八
日

祖
師
四
百
五
十
回
御
忌
記

」

宝
永
八
辛
卯
年
従
三
月
十
八
日

至
同
廿
八
日

祖
師
聖
人
四
百
五
十
回

御
忌
御
法
事
之
記

一
三
月
十
七
日

御
真
影
北
ノ
余
間
エ
御
遷
座
」（
一
丁
オ
）

御
行
水
有
之
諸
式
如
例
年
霜
月
廿
日
御
掃
除

一
十
八
日
晨
朝
御
法
事
過
両
御
堂
荘
厳
有
之

一
供
物
須
弥
壇
上
置
二
重
段
備
之
左
右

合
テ
五
十
合
也
此
内
大
供
物
四
角スミ
ニ
一
ツ
ヽ
備
之
」（
一
丁
ウ
）

金
銀
紅
三
色
ノ
牡
丹
ノ
花
指
之
供
物
段
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金
襴
ニ

）

テ

之

一
大
卓
仮
卓
ナ
リ
双
華
立
之
蝋
燭
立
ハ

六
本
ナ
リ
花
ノ
前
ニ
並
ヘ
三
ツ
ヽ
立
之
金
香
炉
」（
二
丁
オ
）

土
香
炉
荘
之
卓
ノ
上
水
曳
打
敷

新
キ
ヲ
用

一
大
卓
ノ
前
ニ
礼
盤

台
等
荘
之
脇
卓

前
卓
打
敷
新
」（
二
丁
ウ
）

一
新
御
戸
帳

一
内
陣
真
鍮
ノ
天
蓋
掛
之
両
輪
灯
牡
丹

模
様
ナ
リ

一
教
興
院
様
大
衣
之
御
影
也
」（
三
丁
オ
）

一
御
代
ノ
間
信
楽
院
様
信
光
院
様
両
御
影
像
也

一
十
字
九
字
ノ
間
八
幅
ノ
絵
伝
掛
之
菊
灯
台

二
ツ
ヽ
出
之
晨
朝
初
夜
御
法
事
ニ
点
燭

一
御
連
枝
院
内
衆
経
卓
一
脚
ニ
三
部
経
載
セ
」（
三
丁
ウ
）

卓
人
数
ホ
ト
出
之
南
北
余
間
ノ
閾
際
コ

ホ
レ
ノ
衆
同
断
次
ニ
余
間
衆
ノ
経
卓

新
キ
黒
塗
中
ノ
経
卓
五
部
ツ
ヽ
載
セ
出
之

次
ニ
三
ノ
間
衆
同
卓
ニ
出
之
飛
檐
ノ
間
新
キ
」（
四
丁
オ
）

黒
塗
長
卓
百
部
ホ
ト
ツ
ヽ
載
出
置
之
但
シ

初
中
後
日
中
公
卿
着
座
ノ
節
ハ

北
ノ
方
コ
ホ
レ
ノ
経
卓
不
出
之

一
楽
器
ハ
北
ノ
三
ノ
間
出
之

太
鼓
南
三
間
ニ
」（
四
丁
ウ
）

出
置
之
日
中
御
法
事
ニ
外
陣
エ
出
之

楽
器
ハ
逮
夜
御
法
事
ニ
モ
出
之
外
陣

一
花
籠
台
南
北
ノ
三
ノ
間
西
ノ
方
ニ
置
之

御
法
事
前
後
門
ニ
入
也
開
結
中
ノ
外
不
出
」（
五
丁
オ
）

一
御
堂
之
内
外
陣
壁
代
張
之

一
阿
弥
陀
堂
御
供
物
十
二
行
前
卓
双
花

土
香
炉
有
之
礼
盤

台
等
如
例

御
戸
帳
打
敷
等
新
キ
掛
之
」（
五
丁
ウ
）

一
新
キ
六
角
天
蓋
釣
之

御
法
事
之
次
第

一
十
八
日
逮
夜
申
刻
始
同
刻
半
過
終

大
御
所
様
御
出
座

新
門
様
御
登
高
座

」（
六
丁
オ
）

草
座
三
衣
箱
従
僧
光
永
寺

了

瑞

持
出

乱
声

音
取

登
高
座
音
楽
ノ
内
塗
香
焼
香
念
珠

弥
陀
懴
法
御
導
師
手
炉
御
取

一
丁
蹲
踞
一
丁

三
敬
礼
終
一
丁

敬
礼
ノ
二
字
コ
ト
ニ
御
導
師
礼

法
界
ノ
二
字
コ
ト
ニ
衆
僧
礼

次
供
養
文
終
一
丁

」（
六
丁
ウ
）

御
導
師
片
膝
立
各
々

ノ
文
ヨ
リ
衆
僧
蹲
踞

次
一
心
奉
請
文
終
一
丁

御
導
師
長
跪
合
掌
南
無
本
師
釈
迦
ノ
文
ヨ
リ

衆
僧
立
一
切
賢
聖
ノ
文
ニ

至
テ
御
導
師
衆

僧
ト
モ
ニ
座
ス

次
上
来
奉
請
文
終
一
丁

次
敬
礼
段
終
一
丁

御
導
師
蹲
踞
東
方
不
動
仏

ノ
文
ヨ
リ

」（
七
丁
オ
）

衆
僧
立
一
心
敬
礼
大
智
舎
利
弗
文
ニ
至
テ
敬
礼

ノ
字
ニ
テ
御
導
師
礼
大
智
ノ
字
ニ
テ
衆
僧
座
ス

次
音
楽

次
普
為
法
界
ノ
文
始
一
丁

終
一
丁

次

我
比
丘
終
一
丁

御
導
師
片
膝
立

次
音
楽

次
十
方
念
仏
始

二
丁

終
一
丁

遶
堂
内
陣
列
衆

五
十
六
人

」（
七
丁
ウ
）

次
観
経
真
身
観

終
一
丁

次
念
仏

次
音
楽

遶
堂
終
テ
御
導
師
御

登
高
座
衆
僧
復
座

次
三
礼
文
始

一
丁

蹲
踞
一
丁
終
一
丁
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御
導
師
衆
僧
共
ニ
蹲
踞
当
願
ノ
字
コ
ト
ニ
御
導

師
礼
聖
衆
ノ
字
ニ
至
テ

御
導
師
衆
僧

共
ニ
座
ス

次
白
衆
等
ノ
文
終
三
丁

」（
八
丁
オ
）

次
退
出
音
楽

一
同
初
夜
法
譚

金
光
寺

御
法
事
中

九
座
共
ニ
同
人
勤
之
法
譚
終
テ
日
没
勤
行

有
之
毎
夜
同
断
」（
八
丁
ウ
）

一
十
九
日
晨
朝
丑
刻
始
寅
刻
終

阿
弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
毫
摂
寺

大
御
所
様
御
出
座

御
影
堂

新
門
様
御
登
高
座
塗
香
焼

香
念
珠

晨
朝
礼
賛

」（
九
丁
オ
）

始

二
丁

懴
悔
前
一丁

作
梵
前
一丁

作
梵
終
無
上
菩
提
一丁

諸
衆
等
聴
説
前
一丁

讃
念
仏
前
一丁

往
生
安
楽
国

三
丁

已
下
毎
晨
朝
礼
賛

如
斯

御
文
章
御
正
忌

善
寺
」（
九
丁
ウ
）

一
同
日
斎
辰
刻

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
午
刻
半
始
未
刻
半
終

御
導
師
新
門
様

従
僧
居
箱
二
持
立
供
奉
ス

幄
屋
ニ
テ
喚
鐘
鳴
テ
呂

四
智
賛

重
規
寺
」（
一
〇
丁
オ
）

延
壽
寺

義

潭

善
寺

教

應

公
卿
着
座
三
人

一
内
陣
正
面
ヨ
リ
新
門
様
御
入

祖
師
前
エ
御
一
拝
有
御
着
座
也
」（
一
〇
丁
ウ
）

大
御
所
様
御
出
座
但

後
門
ヨ
リ
御
入

登
高
座
音
楽

御
登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

唄
匿
呂

始

一
丁

柄
香
炉
御
取
一
丁

法
盛
寺

散
花
呂

音
楽

勧
請
願
諸
世
界
始
一
丁

終
一
丁

音
楽
」（
一
一
丁
オ
）

法
則
始
二
丁

終
一
丁

音
楽

二
丁

三
部
読
誦

毎

読
切

以

止
音
発
音

毎

経
之
間

音
楽
有
之

音
楽

九
声
念
仏
始

二
丁

終
二
丁

六
種
回
向

一
切
誦

一
丁

終
一
丁

音
楽

回
向
伽
陀
」（
一
一
丁
ウ
）

大
御
所
様
回
向
伽
陀
之
間
御
焼
香

退
出
音
楽

一
於
阿
弥
陀
堂

両
御
所
様
御
焼
香

次
本
徳
寺
殿
焼
香
院
内
拝
礼
有
之
」（
一
二
丁
オ
）

一
同
非
時

新
門
様
御
出
座

一
同
待
夜
申
刻
過
始
酉
刻
前
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

乱
声

音
取

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

毫
摂
寺

三
敬
礼
」（
一
二
丁
ウ
）

始
二
丁

終
一
丁

供
養
文
終
一
丁

敬
礼
段
終
一
丁

十
四
行

終
五
丁

退
出
音
楽

一
同
日
初
夜
同
前

一
廿
日
晨
朝
寅
刻
始

卯
刻
終

新
門
様
御
出
座
」（
一
三
丁
オ
）

大
御
所
様
御
不
座

弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
法
盛
寺

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香
念
珠

本
徳
寺
殿

日
中
礼
讃

諸
式
如
前

御
文
章
中
古
已
来

円
成
寺

一
同
日
斎
辰
刻

大
御
所
御
出
座
」（
一
三
丁
ウ
）

一
同
日
中
巳
刻
半
始

午
刻
前
終

両
御
所
様
御
出
座

乱
声

音
取

伽
陀
一
一
光
明

延
壽
寺

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香
念
珠

勧
請
敬
礼
十
方
始

二
丁

終
一
丁

音
楽

二
丁

」（
一
四
丁
オ
）
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三
部
読
誦
切
コ
ト
ニ
止
音
発
音

経
ノ
間
音
楽
有
之

音
楽

九
声
念
仏
始

一
丁

終
二
丁

六
種
回
向
一
切
誦

一

丁
終
三
丁

回
向
伽
陀

退
出
音
楽

開
結
中
三
座
ノ
日
中

ヲ
除
テ
余
如
今
日
中

一
同
日
非
時

新
門
様
御
出
座
」（
一
四
丁
ウ
）

一
同
逮
夜
申
刻
前
始

酉
刻
前
終

両
御
所
様
御
出
座

乱
声

音
取

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
善
寺

勧
請
我
弟
子

始

二
丁
終
一
丁

三
十
二
相

太
鼓

金
剛
寺

鼓

廓
道

鉦
鼓

教
應

後
唄
略
始
一
丁

終
三
丁

」（
一
五
丁
オ
）

退
出
音
楽

一
同
日
初
夜
同
前

一
廿
一
日
晨
朝
丑
刻
半
始

寅
刻
半
終

両
御
所
様
御
出
座

弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
本
照
寺
中
将
」（
一
五
丁
ウ
）

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
善
寺

日
没
礼
賛

諸
式
如
前

御
文
章
三
ケ
条

延
壽
寺

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
巳
刻
過
始

午
刻

終

新
門
様
御
出
座
」（
一
六
丁
オ
）

大
御
所
様
御
不
座

伽
陀

経
中

慶
證
寺

教

應

登
高
座

本
善
寺

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

大
御
所
様
御
出
座

一
同
太
夜
未
刻
半
始

申
刻
半
終

両
御
所
様
御
出
座
」（
一
六
丁
ウ
）

乱
声

僧
讃
終
早

有
之
上
段
斗

賢
應

円
識

妙
順
寺

恵
厳

廓
道

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

興
善
寺

画
讃
始

二
丁

終
一
丁
此
内
中
程
二
重
ノ
掛
口
若
救

頭
燃
勤
大
篤
ノ
句
ノ
終
ニ
テ
早

有
之
上
段

斗
終
リ
故
採
一
端
聊
記
事
ニ
テ
早

有
之

」（
一
七
丁
オ
）

仏
讃
終
早

有
之

退
出
音
楽

一
同
初
夜
法
談
終
テ
於

阿
弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
毫
摂
寺

一
廿
二
日
晨
朝
寅
刻
半
始

卯
刻
過
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

阿
弥
陀
堂

太
子
御
影
前
」（
一
七
丁
ウ
）

登
高
座

教
行
寺

法
事
如
例
月

御
影
堂

登
高
座
塗
香

焼
香
念
珠

教
行
寺

初
夜
礼
讃

諸
式
如
前

御
文
章
八
ケ
条

正
光
寺

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座
」（
一
八
丁
オ
）

一
同
日
中
巳
刻
半
始

午
刻
過
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

伽
陀
安
楽
寺

恵

厳

登
高
座

興
善
寺

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

新
門
様
御
出
座
」（
一
八
丁
ウ
）

一
一
尺
三
寸
ノ
弥
陀
ノ
木
像
礼
盤
前
卓
ノ
先
ニ

奉

安
置

礼
盤
ノ
前
ニ
香
炉
卓
ヲ
出
シ

土
香
炉
香
合
ヲ
載
逮
夜
前
ニ
出
置
キ

逮
夜
過
収
之
」（
一
九
丁
オ
）

一
同
日
逮
夜
申
刻
過
始

酉
刻
過
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

登
高
座
塗
香

焼
香
念
珠

本
徳
寺
殿

如
法
念
仏

先
衆
僧
集
会
ノ
報
鐘

次
衆
僧

入
堂
ノ
喚
鐘
常
ノ
コ
ト
シ
喚
鐘
打
畢
テ
上
座
」（
一
九
丁
ウ
）

ヨ
リ
次
第
ニ
立
後
門
ニ
於
テ
花
筥
ヲ
執
持
シ

左
右
ヲ
分
テ
礼
盤
前
ニ
到
リ
低
頭
シ
テ

ヒ
サ
マ
ツ
キ
花
筥
ヲ
右
方
ニ
置
焼
香
シ
テ

合
掌
シ
花
筥
ヲ
持
テ
立
低
頭
シ
テ
各
々
ノ
」（
二
〇
丁
オ
）

座
ニ
着
花
筥
ヲ
右
ノ
方
ニ
置
衆
僧
皆
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入
堂
終
テ
楽
人
乱
声
ヲ
発
ス

音
取

伽
陀
衆
罪
如
霜
露

善
寺

長
円
寺

伽
陀
畢
テ

楽

楽
発
ル
ト
同
ク
衆
僧
花
筥
ヲ
持
テ
起
立
シ
」（
二
〇
丁
ウ
）

一
同
ニ
低
頭
シ
テ
無
言
行
道
一

衆
僧
ハ

本
座
ニ
ツ
キ
本
徳
寺
殿
柄
香
炉
ヲ
取

如
常
三
礼
シ
テ
登
高
座
焼
香
持
念
シ
テ

楽
止
時

二
丁

下
座
本
徳
寺
殿
衆
僧
」（
二
一
丁
オ
）

一
同
ニ
花
筥
ヲ
持
列
立
シ
テ
本
徳
寺
殿

召
請
ノ

ヲ
発
ス

先
請
等
ノ
三

唱
終
テ
低
頭
シ
テ
本
徳
寺
殿
ハ
礼
盤
ニ
テ

蹲
踞
衆
僧
ハ
本
座
ニ
着
キ
テ
蹲
踞
ス
」（
二
一
丁
ウ
）

此
間
発
楽
楽
止
テ

一
丁

三
礼
文
ヲ

唱
フ

至
心
敬
礼
等
ノ
句

礼
終
テ

一
丁

楽
発

本
徳
寺
殿
下
座
衆
僧

列
立
三
奉
請
ヲ
唱
散
華
楽
ノ
句
ニ
テ
」（
二
二
丁
オ
）

花
ヲ
散
ス
三
奉
請
終
テ
誦
賛
行
道

道
場
荘
厳
等
ノ
七

唱
終
テ
低
頭
ス

楽
発
ス
本
徳
寺
殿
登
高
座
衆
僧
着

座
楽
止
テ

一
丁

八
句
念
仏
ヲ
唱
一
丁

」（
二
二
丁
ウ
）

懴
悔
一
丁

勧
請
一
丁

随
喜
一
丁

回
向
一
丁

発
願
終
テ

一
丁

本
徳
寺
殿
下
座

衆
僧
列
立
此
間
楽
発
ス
楽
止
テ
悲
喜

交
流
ノ

ニ
テ
行
道
三

終
ラ
ン
ト
ス
ル
時
」（
二
三
丁
オ
）

各
本
座
ノ
前
ニ
列
立
シ

唱
終
テ

本
徳
寺
殿
慚
愧
ノ

ヲ
発
ス
衆
僧

同
音

唱
終
テ
本
徳
寺
殿
願
以
此
功

徳
ノ

ヲ
唱
フ
衆
同
音
唱
ヘ
終
テ
楽
発
」（
二
三
丁
ウ
）

一
同
ニ
低
頭
シ
テ
本
徳
寺
殿
ハ
礼
盤
ニ
テ

蹲
踞
衆
僧
ハ
本
座
ニ
テ
蹲
踞
楽
止
テ

一
丁

南
無
本
師
等
ノ
三
礼
文
ヲ
唱
フ

終
テ

二
丁

楽
発
ス
本
徳
寺
殿
柄
香
炉
」（
二
四
丁
オ
）

ヲ
脇
卓
ニ
置
焼
香
持
念
シ
柄
香
炉
ヲ

執
テ
下
高
座
一
礼
シ
柄
香
炉
ヲ
脇
卓

ノ
上
ニ
置
キ
花
筥
ヲ
執
テ
衆
僧
一
同
ニ

如
前
無
言
行
道
シ
テ
本
座
ニ
着
ク
楽
」（
二
四
丁
ウ
）

止
ム
退
出
ノ
楽
ヲ
発
ス
御
退
出
楽
止
テ

衆
僧
花
筥
ヲ
持
テ
列
立
シ
低
頭
シ
テ

次
第
ニ
出
堂

一
同
初
夜
」（
二
五
丁
オ
）

一
廿
三
日
晨
朝
寅
刻
始

同
刻
過
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
法
盛
寺

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
照
寺
中
将

中
夜
礼
賛

諸
式
如
前

御
文
章
大
坂
建
立

光
永
寺
」（
二
五
丁
ウ
）

一
晨
朝
過
ニ
内
陣
大
卓
ノ
南
北
ニ
東
ノ
方
ヘ

ヨ
セ
テ
階
高
座
両
方
ニ
出
之
北
ノ
方
階

高
座
前
卓
脇
卓
打
敷
掛
之
前
卓
ニ

経
台
ヲ
置
金
香
炉
塗
香
器
ヲ
備
花
」（
二
六
丁
オ
）

瓶
ニ
樒
ヲ
立
置
西
ノ
方
ノ
卓
ニ

台
ヲ

置
ク
北
階
高
座
ハ
大
御
所
様
之
御
座
也

南
方
階
高
座
前
卓
脇
卓
モ
打
敷
掛
之
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経
台

台
右
同
新
門
様
ノ
御
座
也
」（
二
六
丁
ウ
）

一
御
堂
檐
正
面
北
ノ
方
ニ

出
置
楽
屋
ヘ

ア
イ
ヅ
ノ

也

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
午
刻

」（
二
七
丁
オ
）

大
御
所
様
御
導
師

幄
屋
ニ
テ
喚
鐘

鳴
テ
四
智
讃
呂

善
寺

妙
順
寺

瑞

道

廓
道

教
應

公
卿
着
座
三
人
」（
二
七
丁
ウ
）

一
内
陣
正
面
ヨ
リ
御
導
師
御
入

祖
師
前
エ
御
一
拝
有
御
着
座
也

一
三
衣
函
従
僧
持
之
先
供
シ
テ
内
陣
正
面
ヨ
リ

入
リ
御
導
師
御
着
座
有
テ
御
座
ノ
」（
二
八
丁
オ
）

左
右
ニ
置
之
御
登
高
座
ニ
及
テ
如
意

声
明
本
入
ル
三
衣
函
北
ノ
階
高
座
ノ

右
ノ
脇
卓
ニ
従
僧
俊
嶺

置
之
柄
香
炉

塗
香
器
入
ル
三
衣
函
階
高
座
左
ノ
脇
卓
ニ
」（
二
八
丁
ウ
）

従
僧
忍
海

置
之
也
御
法
事
終
テ

御
導
師
御
退
出
ニ
及
テ
従
僧
両
人
如
初

三
衣
函
ヲ
持
先
供
ス

一
新
門
様
後
門
ヨ
リ
御
出
堂
御
着
座
」（
二
九
丁
オ
）

三
衣
函
従
僧
光
永
寺

徳

音

持
出

新
門
様
御
着
座
已
後
御
声
明
入
ル
三
衣
函
ハ

直
ニ
南
階
高
座
ノ
右
ノ
脇
卓
置
之
柄
香
炉

入
ル
三
衣
函
ハ
御
座
ノ
左
ノ
方
ニ
置
ク
及

」（
二
九
丁
ウ
）

御
登
高
座

階
高
座
ノ
左
ノ
脇
卓
ニ
置
之

御
法
事
終
テ
及

御
退
出

従
僧
両
人
如
始

三
衣
函
ヲ
持
先
供
ス
但
シ
結
願
日
中
従
僧

ノ
式
右
同
断

次
ニ
発
楽
始

一
丁

終
二
丁

平
調
音
取
」（
三
〇
丁
オ
）

慶
雲
楽

両
御
所
様

祖
師
前
御
三
拝

在
テ
御
登
高
座
塗
香
焼
香
念
珠

次

三
礼
始

二
丁
中
ニ

テ
一
丁
終
一
丁

次
発
楽

老
君
子

次
勧
請
始
一
丁

終
一
丁

読
師
巻
経
御
頂
戴
在
之
」（
三
〇
丁
ウ
）

二
丁

経
題
ヨ
リ
一
切
斗
御
読
誦

次
講
讃

弥
陀
宝
号
一
丁

観
世
音
菩
薩
一
丁

大
勢
至
菩
薩
一
丁

一
切
三
宝
一
丁

終
二
丁

次
対
揚

句
頭
本
行
寺

教
行
寺

但
シ
対
揚
ノ
内

二丁

」（
三
一
丁
オ
）

舞
楽
始
ル

振
舞
三
節

万
歳
楽

延
喜
楽

迦
陵
頻

胡
蝶

次
六
種
回
向
一
切
誦
一
丁

終
三
丁

降
高
座

御
導
師
入
御

両
御
所
様
舞
楽
御
見
物
衆
僧
不
残
拝
見
入
調
舞
」（
三
一
丁
ウ
）

打
毬
楽

狛
鉾

太
平
楽

古
鳥
蘇

陵
王

納
曽
利

長
慶
子

一
同
日
非
時

新
門
様
御
出
座

一
同
日
逮
夜
申
刻
半
始
酉
刻
半
終

」（
三
二
丁
オ
）

両
御
所
様
御
出
座

乱
声

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香
念
珠

法
盛
寺

例
時

四
奉
請
始

二
丁

終
一
丁

弥
陀
経
終
一
丁

甲
念
仏
終
一
丁

回
向
我
等
所
修
終
五
丁

」（
三
二
丁
ウ
）

音
楽
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一
同
初
夜
酉
刻
半
始
戌
刻
半
終

御
伝
記

光
隆
寺

一
廿
四
日
晨
朝
寅

刻

始

同
刻
半
過
終

両
御
所
様
御
出
座
」（
三
三
丁
オ
）

弥
陀
堂

小
経
漢
音
調
声
本
照
寺
中
将

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
行
寺

後
夜
礼
賛

御
文
章
毎
年
不
闕

願
成
寺

一
同
日
斎

両
御
所
御
不
座
」（
三
三
丁
ウ
）

一
同
日
中
巳
刻
始

午
刻
過
終

両
御
所
様
御
出
座

伽
陀
円
亮

乗
恵

登
高
座

法
盛
寺

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

大
御
所
様
御
出
座

一
同
逮
夜
申
刻
過
始

酉
刻
終

両
御
所
様
御
出
座
」（
三
四
丁
オ
）

乱
声

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

教
行
寺

文
賛
始

二
丁

終
一
丁

懺
悔
終
三
丁

音
楽

一
同
初
夜

引
続
阿
弥（
陀ママ）
小
経
漢
音

調
声

毫
摂
寺

如
廿
二
日
」（
三
四
丁
ウ
）

一
廿
五
日
晨
朝
寅
刻
前
始

卯
刻
前
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

弥
陀
堂

円
光
大
師

御
影
前

登
高
座

本
照
寺
中
将

御
影
堂

登
高
座

塗
香
焼
香

念
珠

興
善
寺

晨
朝
礼
賛

」（
三
五
丁
オ
）

御
文
章
六
ヶ
条

霊
光
寺

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
巳
刻
過
始

午
刻
過
終

両
御
所
様
御
出
座

伽
陀
春
海

義
潭

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

教
行
寺
」（
三
五
丁
ウ
）

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

両
御
所
様
御
不
座

一
同
逮
夜
申
刻
過
始
酉
刻
前
終

両
御
所
様
御
出
座
」（
三
六
丁
オ
）

乱
声

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
照
寺
中
将

大
懺
悔
始

二
丁

五
念
門
終
五
丁

回
向
伽
陀
願
共
諸
衆
生

恵
厳

乗
恵

音
楽

一
同
初
夜

引
続
阿
弥
陀
堂

小
経
漢
音
調
声
法
盛
寺
」（
三
六
丁
ウ
）

一
廿
六
日
晨
朝
寅
刻
始

卯
刻
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

弥
陀
堂

登
高
座

毫
摂
寺

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

毫
摂
寺

日
中
礼
賛

御
文
章
超
世
ノ
本
願

教
宗
寺
」（
三
七
丁
オ
）

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
巳
刻
半
前
始

午
刻
終

両
御
所
様
御
出
座

伽
陀
光
恩
寺

嶺

翁

登
高
座

本
照
寺
中
将

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

大
御
所
様
御
出
座
」（
三
七
丁
ウ
）

一
同
逮
夜
未
刻
半
始

申
刻
過
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

乱
声

着
座
賛
廓
道

教
應

音
楽

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
行
寺

文
讃
始

二
丁

終
一
丁

十
方
念
仏
終
一
丁

」（
三
八
丁
オ
）

下
高
座
文

通
戒

終
三
丁

退
出
楽

一
同
初
夜

引
続
阿
弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
本
照
寺
中
将

一
廿
七
日
晨
朝
丑
刻
半
始

寅
刻
半
終

両
御
所
様
御
出
座

弥
陀
堂

登
高
座

教
行
寺

御
影
堂

登
高
座
」（
三
八
丁
ウ
）

塗
香
焼
香

念
珠

慈
敬
寺

日
没
礼
賛
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御
文
章
鸞
聖
人

光
頼
寺

一
同
日
斎

新
門
様
御
出
座

一
同
日
中
巳
刻
前
始

午
刻
前
終

両
御
所
様
御
不
座
」（
三
九
丁
オ
）

伽
陀
廓
道

教
應

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

本
行
寺

三
部
読
誦

一
同
日
非
時

新
門
様
御
出
座

一
逮
夜
前

御
戸
帳
大
卓
打
敷
水
引
改
ル
」（
三
九
丁
ウ
）

一
同
逮
夜
未
刻
過
始

酉
刻
前
終

両
御
所
様
御
出
座

新
門
様
御
登
高
座

乱
声

音
取

伽
陀
金
剛
寺

教
宗
寺

登
高
座
音
楽

礼
文
呂

二
丁

終
一
丁

同
音
教
行
寺

本
行
寺

式
三
重

始

二
丁

八
句
念
仏

本
徳
寺
殿
」（
四
〇
丁
オ
）

式
間
高
僧
賛
巡
讃
法
盛
寺

本
善
寺

教
行
寺

中
将

本
行
寺

嘆
徳
文
終
一
丁

下
高
座
文
処
世
界
終
三
丁

降
高
座
音
楽

回
向
伽
陀

退
出
音
楽

御
文
章

御
俗
姓

専
修
寺
」（
四
〇
丁
ウ
）

一
同
初
夜

一
点
心
丑
刻

一
廿
八
日
晨
朝
寅
刻
前
始

卯
刻
前
終

新
門
様
御
出
座

大
御
所
様
御
不
座

弥
陀
堂

漢
音
小
経
調
声
毫
摂
寺
」（
四
一
丁
オ
）

御
影
堂

登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

法
盛
寺

初
夜
礼
賛

御
文
章
無
之

一
同
日
斎

両
御
所
様
御
出
座

一
日
中
前
高
辻
少
納
言
菅
原
総
長
朝
臣
」（
四
一
丁
ウ
）

御
願
文
持
恭
御
影
堂
御
門
ヨ
リ
進
入
堂
ア
リ
テ

十
字
之
間
御
畳
ノ
南
ノ
間
ヨ
リ
進
北
ノ
方

公
家
衆
休
息
所
ニ
テ
暫
被
指
控
時

大
御
所
様
後
門
ヨ
リ
公
家
衆
着
座
之
間
マ
テ
」（
四
二
丁
オ
）

御
出
高
辻
少
納
言
殿
ニ
モ
休
息
所
ヲ
被
出

御
願
文
ヲ
大
御
所
様
ヘ
被
上
大
御
所
様
ヨ
リ

法
盛
寺
ヘ
被
遣
法
盛
寺
御
願
文
ヲ

祖
師
前
ノ
中
央
ノ
卓
ニ
新
写
ノ
御
経
ト
双
置
」（
四
二
丁
ウ
）

高
辻
少
納
言
殿
御
書
院
ヘ
被
通
也

大
御
所
様

御
鈍
色

五
条

指
貫

高
辻
少
納
言
殿

衣
冠
也

法
盛
寺

中
将

素
絹

五
条

指
貫
」（
四
三
丁
オ
）

一
祖
師
前
大
卓
之
前
ニ
朱
塗
中
央
卓
出
之

打
敷
掛
之
御
願
文
並

新
写
ノ
御
経
備
之

一
階
高
座
荘
之
如
中
日

一
同
日
中
巳
刻
半
過
始
未
刻
終

」（
四
三
丁
ウ
）

公
卿
着
座
三
人

大
御
所
様
御
導
師
（

帳ママ
屋）
ニ
テ
喚
鐘
鳴
テ

四
智
讃
呂

金
剛
寺

教
宗
寺

延
壽
寺

義

潭

恵
厳

廓
道

一
内
陣
正
面
ヨ
リ
御
導
師
御
入

祖
師
前
ヘ
」（
四
四
丁
オ
）

御
一
拝
有
御
着
座
ナ
リ
新
門
様

後
門
ヨ
リ
御
出
堂
御
着
座
唱
惣
礼

二
音

本
照
寺
中
将

衆
僧
三
礼

但
シ
内
陣

列
衆
四
十
八
人

音
楽

両
師
御
登
高
座
」（
四
四
丁
ウ
）

式
法
如
中
日
塗
香
焼
香
念
珠

一
御
両
師
江

殿
上
人
被
配
華
籠

一
衆
僧
配
華
籠
諸
大
夫
衆
但
シ
内
陣
列
衆
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四
十
八
人
之
外
ハ
御
堂
衆
配
之
」（
四
五
丁
オ
）

一
丁

本
行
寺

但
シ

台
内
陣
北
ノ
方
前

側
ノ
列
衆
ノ
下
座
ニ
置
之

唄
匿
呂

本
徳
寺
殿

二
丁

本
行
寺

散
華
金
剛
寺

教
宗
寺

大
遶
堂
一
匝

二
丁

内
陣
列
衆
華
籠
ヲ
持
テ
座
ヨ
リ
下
リ
」（
四
五
丁
ウ
）

列
立
シ
テ
散
華

発
句
頭

香
華
供
養
仏

コ
ト
ニ
散

華

散
華
二
段
目

散
華
荘
厳
ノ

句
頭
終
テ
各
々
低
頭
シ
テ
内
陣
双
方
ノ

上
首
ヨ
リ
次
第
ニ
外
陣
ヘ
出
テ
双
方
ヨ
リ
」（
四
六
丁
オ
）

正
面
ニ
進
ミ
祖
師
前
ニ
テ
一
拝
二
行
ニ

引
列
シ
テ
東
方
檐
ニ
至
リ
是
ヨ
リ
南
北
ニ

別
テ
遶
堂
後
堂
ニ
テ
入
チ
ガ
イ
正
面
ノ
檐

ニ
テ
南
北
ヨ
リ
相
合
テ
如

初
二
行
ニ
成
リ
」（
四
六
丁
ウ
）

外
陣
ニ
入
リ
祖
師
前
ニ
テ
一
拝
南
北
ヘ
別
テ

内
陣
ニ
入
リ
各
々
本
座
ニ
着
ス
但
シ
唱

ヘ
テ

散
華
句

遶
堂
ナ
リ

御
両
師
遶
堂
不
被
成

次
ニ
本
徳
寺
殿
不

及

遶
堂

遶
堂
ノ
僧
衆
」（
四
七
丁
オ
）

院
内
余
間
御
堂
衆
ナ
リ
但
シ
余
間
衆

遶
堂
ノ
時
バ
カ
リ
従

後
門

出
入
遶
堂
已
テ

散
華
句
頭
役
唱
之

御
願
成
弁
観
自
在
尊

一
丁

本
行
寺
」（
四
七
丁
ウ
）

取
新
写
御
経
置
講
師
之
御

法
盛
寺

御
願
文
置
読
師
之
御
前

法
盛
寺

次
神
分
始

一
丁
手
炉
御
取
一
丁

般
若
心
経
一
丁

大
般
若
経
号
一
丁

」（
四
八
丁
オ
）

奉
為
金
輪
聖
王
玉
体
安
穏
薬
師
宝
号
一
丁

尊
勝
仏
頂
一
丁

観
音
宝
号
一
丁

大
悲
多
門
天
王
一
丁

五
大
明
王
一
丁

南
無
当
山
三
宝
一
切
三
宝
一
丁

次
表
白

講
師
御
唱
」（
四
八
丁
ウ
）

願
文
捧
読
可

奉

備

聖
衆
ノ
高
聴
講
師
御
唱

御
願
文
始

二
丁

終
一
丁

読
師
御
読
畢
一
丁

御
願
文
如
是

三
宝
諸
天

知
見
証
明
シ
玉
ヘ

右
講
師
御
唱
」（
四
九
丁
オ
）

音
楽

次
揚
経
題

抑
新
写
之
御
経
可
拝
首
題

講
師
御
唱

次
読
師
揚
無
量
寿
経
之
題
号
始

二
丁

甲
乙
二
返

次
観
無
量
寿
経
甲
乙
二
返

次
阿
弥
陀
経
甲
乙
二
返

次
発
願
終
二
丁

次
四
弘
誓
護
持
仏
子
成
大
願

一
丁

」（
四
九
丁
ウ
）

次
小
祈
願

弥
陀
宝
号
一
丁

三
部
上
乗
一
丁

観
世
音
菩
薩
一
丁

音
楽

次
仏
名
如
意
御
取

一
丁

次
勧
請
手
炉
御
取

一
丁

次
音
楽

次
講
師
唱
無
量
寿
経
題
号

次
如
意

御
取

」（
五
〇
丁
オ
）

経
釈

次
表
白

次
六
種
回
向
略

一
切

諷
誦
三
丁

次
降
高
座
音
楽

次
両
師
向
祖
師
前
御

焼
香

一
同
音
楽
之
内
本
徳
寺
殿
焼
香
次
院
家
上
首
」（
五
〇
丁
ウ
）

両
人
焼
香

退
出
音
楽

一
於
阿
弥
陀
堂

両
御
所
様
御
焼
香
有
之

次
本
徳
寺
殿
焼
香

次
院
内
衆
拝
礼

一
廿
八
日
々
中
御
法
事
諸
式
終
於
御
影
前
」（
五
一
丁
オ
）

考
槃
院
殿

焼
香
並

於
外
陣

下
間
刑
部
卿

(第45号) 本願寺史料研究所報 2013年10月25日 (14)



同
少
進

同
大

同
兵
部
卿

池
永
主
税

横
田
監
物

焼
香
有
之

正
光
寺

円
亮

長
円
寺

蘭
應

太
鼓
安
楽
寺

覚
円

超
玄

」（
五
一
丁
ウ
）

花
籠
相
渡
役
者
乗
應

乗
恵

円
識

嶺
翁

知
専

光
岸
寺

了
因

観
江

了
円

会
奉
行
毫
摂
寺

法
盛
寺

興
善
寺

本
善
寺

本
照
寺
中
将

」（
五
二
丁
オ
）

一
法
衣

逮
夜
日
中
法
服
七
条

晨
朝
鈍
色
五
条
指
貫

初
夜
裳
付
五
条

一
御
伝
記
拝
読
人
鈍
色
五
条

又
初
夜
小
経

漢
音
有
之
時

鈍
色

五
条

指
貫
」（
五
二
丁
ウ
）

一
斎
非
時
点
心

素
絹
五
条
指
貫
但
シ

結
願

斎

鈍
色
五
条
指
貫

音
楽
品
目

初
日

乱
声

壱
越
調
音
取

回
盃
楽
」（
五
三
丁
オ
）

颯
踏

入
破

十
天
楽

陵
王

賀
殿
急

武
徳
楽

第
二
日

乱
声

平
調
音
取

万
歳
楽

三
台
急

夜
半
楽

林
歌

陪

」（
五
三
丁
ウ
）

老
君
子

合
歓
塩

第
三
日

乱
声

双
調
音
取

春
庭
楽

柳
花
苑

胡
飲
酒

鳥
急

北
亭
楽

酒
胡
子

新
羅
陵
王
」（
五
四
丁
オ
）

第
四
日

乱
声

黄
鐘
調
音
取

喜
春
楽

海
青
楽

十
翠
楽

河
南
浦

平
蛮
楽

桃
李
花

越
天
楽

第
五
日

盤
渉
調
音

採
桑
老
」（
五
四
丁
ウ
）

輪
台

青
海
波

蘇
莫
者

剣
気
褌
脱

竹
林
楽

千
秋
楽

第
六
日
同
第
一
日

第
七
日
同
第
二
日

第
八
日
同
第
三
日

第
九
日
同
第
四
日
」（
五
五
丁
オ
）

第
十
日
同
第
五
日

調
子
雖
同
音
楽
品
目
異

当
日

乱
声

大
食
調
音
取

賀
王
恩

天
人
楽

仙
遊
霞

庶
人
三
台

抜
頭

打
球
楽

還
城
楽
」（
五
五
丁
ウ
）

龍
谷
御
法
事
申
刻
半

一
廿
八
日
々
中
過
於
龍
谷
拝
堂
御
法
事
有
之

喚
鐘
鳴
テ
登
高
座
塗
香
焼
香

念
珠

法
盛
寺

重
誓

始

二
丁

終
一
丁

十
方
念
仏
終
一
丁

」（
五
六
丁
オ
）

後
唄
略
同
音
有

終
三
丁

一
両
御
所
様
御
出
座

御
廟
前
ニ
テ
御
焼
香

直
御
退
出

次
本
徳
寺
殿
礼
盤
ノ
東
敷
居

際
ニ
テ
焼
香
焼
香
卓
出
之
次
院
家
衆
上
首
」（
五
六
丁
ウ
）

二
人
焼
香
有
之
出
仕
院
家
内
陣
余

間
五
十
人
御
堂
衆
不
残

衣
体

素
絹

五
条

指
貫
」（
五
七
丁
オ
）（

史
料
本
文
、
以
上
）

※

※

※

※

※
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編
集
後
記

一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
四
月
に
編
集
子
が
、
ほ
ぼ
事
後
承
諾
の

よ
う
な
形
で
当
時
の
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
の
千
葉
乗
隆
先
生
に
許
可
を
も
ら
い
、

所
報
の
第
一
号
を
手
作
り
で
発
行
し
て
二
十
年
を
少
し
超
え
ま
し
た
。
以
来
、
四
十

五
号
目
で
す
。
発
行
回
数
が
少
な
い
の
か
多
い
の
か
、
編
集
子
に
は
判
り
ま
せ
ん
。

刊
行
当
初
、
千
葉
先
生
よ
り
注
意
さ
れ
て
い
た
「
三
号
雑
誌
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
条
件
は
、
は
る
か
に
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
、
と
り
あ
え
ず
合
格
な
の
で
し
ょ
う
。

千
葉
先
生
が
許
可
さ
れ
た
背
景
は
、
研
究
所
が
保
管
し
て
い
る
古
文
書
・
古
記
録

を
整
理
し
て
研
究
利
用
し
な
さ
い
、
そ
し
て
沈
滞
が
続
く
真
宗
史
研
究
を
ほ
ん
の
少

し
で
も
活
性
化
さ
せ
な
さ
い
と
の
期
待
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
現
在
の
編
集
子
は
思

っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
そ
の
よ
う
な
お
考
え
が
も
っ
と
も
よ
く
現
れ
た
の
が
、
先
年

の
蓮
如
上
人
五
百
回
忌
遠
忌
の
記
念
出
版
と
し
て
『
講
座
蓮
如
』
を
企
画
さ
れ
た
と

き
で
す
。
蓮
如
研
究
と
し
て
は
第
四
巻
ま
で
で
内
容
的
に
完
結
し
て
い
る
も
の
を
、「
地

域
教
団
編
」
と
し
て
第
五
巻
・
第
六
巻
を
追
加
し
、
し
か
も
地
域
で
真
宗
史
研
究
を

進
め
て
お
ら
れ
る
研
究
者
を
執
筆
者
の
中
心
に
起
用
さ
れ
た
こ
と
に
現
れ
て
い
ま
す
。

今
振
り
返
っ
て
気
付
く
千
葉
先
生
の
意
図
と
い
う
面
か
ら
す
る
と
、
千
葉
先
生
に

は
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
報
は
な
ん
と
も
力
不
足
で
あ
る
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
現
実
で
す
。
研
究
の
「
質
」
に
比
肩
で
き
る
ほ
ど
の
「
量
」
に
は
ほ
ど
遠
い
わ

け
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
発
行
回
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
二
十
数
年
、
編
集
子
と
し
て
は
、
原
稿
集
め
や
編
集
作
業
を
そ
れ
な
り
に
楽

し
ん
で
来
ま
し
た
。「
継
続
は
力
だ
」
と
力
む
積
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ー
指

向
が
強
い
編
集
子
に
は
、
細
く
、
長
く
、
さ
さ
や
か
に
、
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
性

に
合
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
編
集
子
の
暦
も
一
回
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
い

さ
さ
か
マ
ン
ネ
リ
と
い
う
か
、
疲
労
感
と
い
う
か
、
発
行
当
初
の
よ
う
な
新
鮮
味
を

感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
正
直
な
実
感
で
す
。
力
ま
ず
に
、
ど
の
よ

う
に
ネ
ジ
を
巻
き
直
す
か

手
抜
き
し
な
が
ら
で
も
継
続
す
る
の
が
い
い
の
か
、

思
い
切
っ
て
休
養
す
る
の
が
い
い
の
か
、「
ビ
ミ
ョ
ウ
」
に
迷
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
偶
然
目
に
し
た
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
過
疎
・
高
齢
化
し
た
僻
地
に

お
け
る
「
地
域
社
会
の
復
興
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
テ
ー
マ
の
専
門
家
と
し
て
出
演
し
て
い
た
研
究
者
が
、「
地
域
社
会
の
復

興
」
に
必
要
な
三
つ
の
要
素
を
、「
若
者
・
よ
そ
者
・
ば
か
者
」（
こ
の
「
ば
か
者
」

と
い
う
表
現
に
侮
蔑
的
な
意
味
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
）
と
纏
め
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
す
ぐ
に
私
の
頭
に
浮
上
し
て
き
た
の
は
、
毛
沢
東
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
（
う
ろ
覚
え
で
す
）、
社
会
を
変
革
す
る
主
体
と
な
る
存
在
と
し

て
「
若
い
こ
と
、
貧
し
い
こ
と
、
無
名
で
あ
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
で
す
。

表
現
上
は
、
先
の
三
つ
の
要
素
と
共
通
す
る
の
は
「
若
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
の
よ

う
に
み
え
ま
す
が
、
私
に
は
す
べ
て
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
古
い
人
間

関
係
の
し
が
ら
み
や
利
害
関
係
に
囚
わ
れ
ず
、
失
敗
し
て
も
失
う
も
の
も
少
な
く
、

「
な
ん
で
、
そ
ん
な
損
な
役
回
り
を
引
き
受
け
て
、
率
先
し
て
動
く
の
、
ア
ホ
ち
ゃ

う
か
」
と
周
囲
か
ら
み
ら
れ
て
も
、
動
じ
な
い
臨
機
応
変
な
行
動
力
を
発
揮
し
、
そ

し
て
そ
の
も
っ
と
も
根
本
に
あ
る
の
が
若
く
柔
軟
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
支
え
ら

れ
た
「
愚
直
」
性
だ
と
思
え
ま
す
。
編
集
子
自
ら
を
振
り
返
る
と
、
三
つ
の
要
素
の

う
ち
、
大
半
の
要
素
を
す
で
に
失
っ
て
い
ま
す
。
か
ろ
う
じ
て
相
対
的
な
「
よ
そ
者
」

性
が
少
し
残
っ
て
い
る
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
今
か
ら
で
も
編
集
子
が
自

覚
的
に
足
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
要
素
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
つ
い

て
は
横
に
置
く
と
し
て
、
そ
れ
は
「
愚
直
」
性
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

と
考
え
て
み
る
と
、
先
の
「
ビ
ミ
ョ
ウ
」
な
迷
い
の
行
き
先
は
、
手
抜
き
し
な
が

ら
で
も
、
刊
行
で
き
る
と
き
に
刊
行
し
て
、
ボ
チ
ボ
チ
と
継
続
す
る
の
が
い
い
か
、

と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
世
の
中
も
人
も
、「
リ
ク
ツ
」
だ
け
で
は

簡
単
に
は
片
付
き
ま
せ
ん
。

（
歩
弥
紡
）
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